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視 察 報 告 書 
 
               報告者氏名：石山 満 
委員会名：民生常任委員会 

 
期  間：令和６年11月６日（水）～11月８日（金） 

 
視察都市等及び視察項目： 

１． 愛知県豊田市（１日目） 

「アドバンス・ケア・プランニング（ＡＣＰ［通称：人生会議］）

の推進について」 

２． 滋賀県社会福祉協議会（２日目） 

「子どもの笑顔 はぐくみプロジェクトについて」 

３． 北海道札幌市（３日目） 

「子ども発達支援総合センター“ちくたく”について」 

 

所 感 等： 

１．豊田市「アドバンス・ケア・プランニング（ＡＣＰ［通称：人生会

議］）の推進について」 

豊田市では、自らが希望する医療やケアを受けるために、大切にし

ていることや望んでいることを周囲の人たちと事前に話し合い共有

する「アドバンス・ケア・プランニング（ＡＣＰ［通称：人生会議］）」

の取組を推進しており、市民向けにガイドブックを作成し、その重要

性や具体的な進め方について分かりやすく説明している。また、市内

の医療機関や介護施設と連携し、アドバンス・ケア・プランニングの 
実践を支援している。その取組状況を視察した。 

 
【アドバンス・ケア・プランニング推進に向けた取組】 

豊田市では、平成 30 年度に豊田市在宅医療・福祉連携推進計画を

策定し、意思決定支援に関するワーキンググループで検討を行った。

その結果、令和２年度に「エンディングノート」という名称では取り

組みにくいため、市民への普及啓発ツールとして新たに「わたしのノ

ート（スタート編）」を作成した。作成にあたっては訪問看護師・薬

剤師・ケアマネジャー等の専門職と意見交換を実施し、文章表現につ
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いても、弁護士に確認しながら作成した。令和３年度には「わたしの

ノート」の啓発・利用促進を検討する段階で、医師会から専門職のス

キルアップや家族を支える体制づくりの必要性、専門職の連携によっ

て意思が実現できた好事例の見せる化の重要性の意見を取り入れて

いる。令和４年度には「わたしのノート（スタート編）」を活用した

モデル取組で、19 事業所が協力し、事例集の作成を進めた。併せて、

専門職及び在宅医療者向けアンケートやアドバンス・ケア・プランニ

ングリーフレット（市民向け）の作成も行っている。令和５年度から

は、高齢者クラブ向け出前講座を実施し、市民に直接的に啓発を行っ

ている。 
 

【取組の成果】 
① 在宅療養者のアドバンス・ケア・プランニング取組状況 

令和４年度 在宅療養者（市内）アンケート結果からは、「大切にし

ている想いや受けたい治療等」について考えている在宅療養者は

49.3％。自身が望む療養生活を送ることができるように、在宅療養者

に対してアドバンス・ケア・プランニングの取組を促すような働きか

けが課題となっている。 
② 高齢者のアドバンス・ケア・プランニング取組状況 

令和４年度 高齢者等実態調査によれば、医療・福祉サービスが必要

となったときに、自身が希望する療養生活について事前に考えている

高齢者は 86.4％と高い状況である一方、家族等との話し合いをして

いる高齢者は 23.7％と低い状況のため、継続的な啓発を進めていく

ことが必要となっている。 
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▲「人生会議 普及・啓発リーフレット」（豊田市 HPより） 
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【所 感】 
今回の視察では、在宅療養を推進する観点から自身が最後まで自分

らしくあるためのアドバンス・ケア・プランニング（ＡＣＰ［通称：

人生会議］）を調査した。急速な高齢化が進行する本市では、医療施

設や介護福祉施設だけでは限界があり、在宅療養の体制を整備、充実

させる必要性は喫緊の課題である。誰しも最後は自宅でと思う反面、

家族への負担を考慮し、自身の想いとは別の選択をする課題が顕在化

してきている。豊田市のアドバンス・ケア・プランニングを参考に、

最後まで自分らしくあるための選択肢としてできる福祉施策の在り

方を考えてみたい。 
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２．滋賀県社会福祉協議会「子どもの笑顔 はぐくみプロジェクトにつ

いて」 

滋賀県社会福祉協議会は、子どもや高齢者、福祉人材などが「つな

がる」ことができる仕組みをつくり、孤立・孤独を防止する取組を行

っている。その取組の一つとして、滋賀県内 100 ヶ所以上に広がる「遊

べる・学べる 淡海 子ども食堂」の継続的な運営のバックアップなど、

子どもを真ん中に置いた地域づくりをさらに進めるための応援団を

つくるプロジェクト「子どもの笑顔 はぐくみプロジェクト」を立ち

上げ、行政とも連携しながら、子どもの居場所づくりなどに積極的に

取り組んでいる。 
 
【子どもを真ん中においた地域づくり】 

子どもの笑顔はぐくみプロジェクト設立に至る経緯は、滋賀の縁創

造実践センターが起点となっている。同実践センターは、高齢者福祉、

障害者福祉、児童福祉、生活困窮などの多様な立場の民間福祉団体が

専門分野を越えて集まり、協働実践を目指す会員組織であり、プラッ

トフォームとなっている。同実践センターでは、淡海子ども食堂によ

るリーディング事業、居場所づくりとしてのフリースペース、要援護

児童の自立支援としてのハローわくわく仕事体験などを実施し、人間

的共感に根差した地域共生社会の実現に取り組んできた。こうした中、

さらに子どもを真ん中においた地域づくりを進めるための応援団を

作るため子どもの笑顔はぐくみプロジェクトが設立された。その役割

と機能は、以下の通り。 

 
１． 子どもたちに関わる団体・施設への支援 

① 遊べる・学べる淡海子ども食堂 県内 221 ヶ所（R6.10 末時点） 
② フリースペース 県内 17ケ所（R6.10 末時点） 
③ 児童養護施設等で暮らす子どもたちの社会への架け橋づくり 

児童養護施設 県内４ケ所、児童心理治療施設 県内１ヶ所 
ファミリーホーム・里親家庭など 

２． 地域の資源とのマッチングおよびネットワークづくり 
子どもの笑顔はぐくみプロジェクトのスポンサー数は、企業団体

451、個人 154（R6.10 末時点）となっており、プロジェクトを推

進していくための資金源となる「はぐくみ基金」に寄付を頂いて

いる。また、サポートメニューは、金銭面だけではなく、ボラン
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ティアでサポート、モノでサポート、スペースでサポート、体験

でサポート、食育サポートなどそれぞれのスポンサーができるこ

となら何でもＯＫとしている点はユニークだ。 
３． 広報・啓発 

啓発イベントの企画・開催では、「子ども食堂フェスタ」などを毎

年行っているほか、子どもの居場所事業を行っている団体の皆さ

んやスポンサー、その他関係機関や県民に向けた広報物も発行し

ている。 

 
▲スポンサー募集リーフレット（滋賀県社会福祉協会ＨＰより） 

 
【所 感】 
 今回の視察した「子どもの笑顔 はぐくみプロジェクト」は、滋賀県

の社会福祉協議会によるもので県下を対象に広域的な取組が特徴となっ

ている。特に子ども食堂の推進にあたっては、大津市の 49ヶ所をはじめ

県内 221 ヶ所まで拡充されてきている。また、スポンサー募集も積極的

に展開されており、県単位のメリットが発揮されていると思われる。一

方で、各市社会福祉協議会との連携では一体的にプロジェクトに取り組

んでいるという関係性が希薄に感じられた。県単位の取組で発揮されて
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いる効果が市単位でどう展開すれば有効であるのかについては疑問が残

る面も否めない。子どもを真ん中においた地域づくりである「子どもの

笑顔 はぐくみプロジェクト」における協働するためのプラットフォー

ムが整備されることが、その後の展開の大前提になるため、本市におけ

るプラットフォームづくりを研究してみたい。 
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３．北海道札幌市「子ども発達支援総合センター“ちくたく”について」 

札幌市の子ども発達支援総合センター「ちくたく」は、子どもの身

体や心の発達、情緒面や行動面の問題に対して、医療・福祉の一元的

な支援を目指すための複合施設である。児童精神科、小児科、整形外

科を持つ医療部門に加え、児童心理治療施設、福祉型障害児入所施設

の入所部門、就学前の子どものための通所施設部門として児童発達支 
援センターがあり、それぞれの部門が協働しながら、一人ひとりの子

どもに対して必要な支援を考えている。 
 

【ちくたく開設の経緯と構成施設について】 
  昭和９年に市立病院の精神科分院として市立札幌病院静療院を開設

し、昭和48年に小児特殊病棟、外来・病棟業務を開始。昭和57年に

は第一種自閉症施設のぞみ学園、平成 24 年には札幌市児童心療セン

ター、平成27年には札幌市子ども発達支援総合センター「ちくたく」

を開設した。その開設経緯の中で、複合施設化を図ったが外来のみ継

続し、入院病棟を閉鎖し福祉施設化したことで、生活支援と自立支援

に重点を置くこども発達支援総合センターとすることができている。 
  ちくたくの特徴は、その構成施設から見ることができる。医療部門

の構成は、精神面として「子ども心身医療センター」と身体発達面と

して「発達医療センター」があり、入所施設部門として精神面の「児

童心理治療センター“ここらぼ”」と身体発達面の「自閉症児支援セ

ンター“さぽこ”」で構成され、総合的な支援を実施している。 
 
【ちくたくのコンセプト】 
① 多様な視点による適切かつ高度な支援の提供 
② 関係機関との連携による札幌市全体の支援体制の向上 
多様な視点のイメージは、対象の子どもに対する身体機能面、運動発

達面、精神発達面、環境適応面と併せて支援としての診断・治療と生

活面を複合的に関係施設が連携を図りながら取り組まれている。 
 
【医療部門の概要】 
  子ども心身医療センターは、診療科として児童精神科、小児科、整

形外科、耳鼻咽喉科、眼科があり、児童福祉総合センター内には発達

医療センターも開設している。 
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【入所施設】 
  入所施設には、児童心理治療センター“ここらぼ”と自閉症児支援

センター“さぼこ”がある。 
 児童心理治療センターは、児童相談所の措置によって入所が決まる児

童福祉施設であり、心理的困難や苦しみを抱え、日常生活の多岐にわ

たって生き辛さを感じている子どもに対応している。 
 自閉症児支援センターは、児童福祉法による障害児入所支援と障害者

総合支援法による短期入所の施設となっている。 
  

 
▲札幌市子ども発達支援総合センターの概要（札幌市HPより） 

 
【所 感】 
  札幌市子ども発達支援総合センター「ちくたく」は、開設経緯でも

明らかなように、元が精神科病院から始まっており、複合化し総合支

援センターとする過程で入院病棟を閉鎖し、福祉施設化を図ったこと

で、発達障害児の生活支援と自立支援に重点を置けたことが総合的な

支援体制の構築に寄与している。物理的な施設面だけを見ても充実し

ており、医療が直接的に生活支援の部門と併設されているというのは、

発達障害児自身のみならず保護者の支援にも幅広く展開され、充実し
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ていると感じた。 
  一方、本市では、機能面で比較すると、児童心理治療施設は他自治

体の施設へ措置しており、設置はされていないこと、福祉型障害児入

所施設を県立三浦しらとり園で対応している点が物理的な複合化と

はなっていないものの、機能的には対応されている。但し、今回の視

察で一考の余地があると感じたのは、医療部門と生活支援部門がシー

ムレスに連携されることでより質の高い障害児支援が効果を上げて

いるという点で、施設の複合化という物理的要件が前提であるものの、

機能面でそれを補うことで相応の効果が得られるだろうかというこ

とだった。 


